






Ⅰ.研究班構成と本年度の研究計画 

周産期医療システムのあり方を検討し,その改善や評価法を確立するための資料を得ると

ともに,今後の周産期医療の整備の方向を明らかにすることを目的に,本分担研究「周産期

医療の改善・評価に関する総合的研究」班(総括班)は,全国の主要な周産期施設の責任者

13 名(産科医 4 名,小児科医 7名,神経専門医 1 名,行政関連関係 1名)を研究協力者として

班を構成し,次の3項目のリサーチ・クェッションを設定して平成3年度の研究を実施した。 

1)新生児未熟児医療の予後を改善するためには,周産期医療システムをどの様に整備する

のがよいか? 

2)地域の周産期医療システムの中心となる施設はどの様な機能を備えるべきか? 

3)地域の周産期医療施設間の協力のためどの様なシステムが必要か 


